
 

 

 

 今回は２０２２年のＡＳＳＥＴＳでの作成がまだ済んでいない資料から、重要なものを張り付けています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ASSETS OF OUR LIVES 2022年 12月 31日 第 36巻 30号 ≪確かな知識や教養を身につけ・豊かな心を育て・充実した人生を‼≫  

現代が学べる 志 成 館 

【下】社会の歴史で学んだように、江戸時代

は朝鮮半島と徳川幕府は仲がよく、朝鮮通信

使を歓迎する行事があったのですが、実は現 

在も日本国内に、そのような行事が残っている

ところがあるというニュースです。お隣の国と

は仲良くしたいものですね。 

【下】１８９４年の日清戦争の時に、日本は韓国の王朝が日本の言いなりになるよ

うに「朝鮮の皇后の暗殺」をしているのです。（書籍「歴史否定とポスト真実の時

代」：大月書店）この本当の事件から日韓関係がひどくなったと考える人たちが、

「舞台で」その事件を演じることになっています。そんな人たちがたくさんいる

「東京」は、やはり良い意味で「日本の学術や文化の中心だ」と言えるほど素晴ら 

しいところであると言えるのではないでしょうか。 

【下】地震の予測マップです（週刊文春から）：いつでも災害には対応できるように 

【左】韓国はまだ福島県近辺の魚や海産物の輸入を

認めていません。その理由は海産物に放射能が含ま

れているという発想で、ＷＴＯ（世界貿易機関）

も、この韓国の主張には理由があるとしで、韓国を 

擁護しています。 

 それなのに政府は放射性廃棄物を含んだ大量の水

を、太平洋に放出する予定です。日本人はまだ東北

地方の漁民を平気で苦しめ続けるつもりなのでしょ

うか？漁民の怒りが収まることはないでしょう。こ

の国でも弱い者いじめの政治が続いています。 

【左】【右下】アフガニスタンは軍事大

国である旧ソ連＝今のロシアに侵略さ

れ、そのあとはアメリカに侵略されま

した。旧ソ連も、アメリカ合衆国もア

フガニスタンの人々を「圧制から救う

ために」ということがその軍事行動の

理由でした。そのことが現在のアフガ

ニスタンの悲劇的な状況を招いていま

す。先進国は色々な理由で弱小国家の

政治に介入しています。きれいごとを

行っても実はすべてが自国の経済的な

利益を守るためなのです。今のウクラ

イナでの戦争も全く同じことなので

す。そしていつもひどい目にあってい

るのは弱い国そして弱い立場の人たち

ばかりです。あなた達は真実を学ん

で、この悲劇が続かないような方法を

考えなければなりません。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

森は子供のころ何も考えないで「♬～ １銭千五厘の靴はい

て・・・なっちょらんなっちょらんなっちぃらんよ」という

歌を歌っていたのですが、この記事で、この年になって、１銭５厘と

いう歌詞の意味が分かりました、ショックです。無知であるこがいか 

に恥ずべき恐ろしい事かと改めて認識しました。お隣の古賀市の住民

の方の投稿です。「インパール作戦」は軍人による最悪の戦略です。 

最近はメディアの努力もあって、多くの校則や制服の規定などが

変わりつつあります。しかしまだ十分ではありません。そもそも

何が問題化といいますと「すべての人たちが権力者の言いなりに

なって政府に抵抗をしない生徒を育てよう」という戦前の軍国主

義ないし日本が批判する中国（実は今の中国は日本が馬鹿にでき

るような国ではありません）みたいな教育をしているからなので

す。社会がうまく機能するためのルールは守らなければなりませ

ん。しかし教育の目的は「国家や社会が抱える問題を批判的に把

握してそれを変えることができる人間を育てる事」なのです。 

【左】電動ボードが合法

化され、車道でも歩道で

もこれを利用することが

可能になります。（２０

２３年７月に法律が施行

されることが明らかにな

ったことを後日再びＡＳ

ＳＥＴＳに掲載します）

免許証は不要になります

が年齢制限などがありま

す。今年から大量の電防

ボードが見受けられるよ

うになるでしょう。ただ

左の記事に見られるよう

に「事故が多発」してい

ます。注意して利用して 

ください。 

【左】【下】高校入試では「日本の最大の貿易相手国は中国である」という設問がなされます。しかしいつも

のようにアメリカは自国の利益を守るために日本の政治家や経済界の人間を脅して、中華人民共和国と貿易

をしないように圧力をかけています（そんなことをしてももはやアメリカは中国には勝てないことを２０２

３年１月の新聞記事から後日紹介します）。そのことは日本の財界人ならみんなわかり切っているのです。元

外交官の孫崎さんや元総理大臣の福田達夫さんなど（福田さんは２０２３年の雑誌「世界」２月号でも詳し

く述べられています）が明白に主張されています。そんな状況下で、賢い日本の企業家は、中東でも中国で

も「アメリカに脅されたことをそのまま守っているかのような、やったふり外交を展開している」というＮ

ＥＷＳＷＥＥＫの日本批判の記事とそれに対する孫崎さんの日本経済を守ろうとする新聞記事を張り付けま

した。早く日本がアメリカ合衆国の経済的支配や軍事的支配を逃れることが必要だと思います。しかし各所

で述べているように、安倍さんを含めて、田中角栄さん小沢一郎さん福田達夫さん鳩山由紀夫さんなど、反

米・親中国・親ロシアという方針を少しでも見せた政治家は、すべてアメリカにつぶされているように思え

ます。各所に述べているように私の人生が豊かだったのはアメリカ合衆国のおかげであるという感謝の気持

ちがなくなることはないでしょう。しかし、今のように日本が凋落している時代では、もっとしっかりと日 

本の自立を指導者が考える必要があると思いますが、いかがでしょうか？ 


